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　農業は、化学肥料などの大量消費型から低投入持続型へとパラダイムシフ
トが起こっている。炭素量は土壌の健全性を示す一つの指標であり、農業生
産持続化の鍵でもある。一般的に、土壌炭素量が高いほどそこに棲む微生物
の量や作物生産のポテンシャルは高い。つまり、炭素量が低い土壌を改善さ
せることが、食糧安全保障の抜本的解決につながる。近年では土壌に炭素を
蓄積させることで、気候変動に立ち向かう取り組みが国際的な枠組みで進ん
でいる（例：4 per 1000）。
　今回のセミナーでは、いわゆる「貧栄養」な土壌で農業生産をおこなって
いる地域（サブサハラアフリカ・ザンビア）での研究を中心に、土壌の生物
性や農業生産性との関わりを紹介する。主な研究概要は以下の通りである。
　サブサハラアフリカでは、11 g C kg−1 soil が農業生産上の限界値レベルと
言われている。そこで、この閾値前後にある二つの異なる土壌において、土
地利用変化の影響や有機物投入に伴う CO2放出量や微生物（細菌群集）動
態の影響を調べた。その結果、炭素量が高いサイトは低いサイトと比較して、
土地利用特有の微生物群が見られた。有機物投入試験においては、炭素量が
低いサイトでは有機物投入による CO2放出量と微生物量が増加したが、炭
素量が高いサイトでは有機物投入の直接的な影響は見られなかった。また、
炭素量が低いサイトでは微生物群集構造の時間的変動が極めて大きいことが
示された。微生物動態の安定性・冗長性を高めていくことが土壌に炭素を貯
めることにつながると考えられる。

現地フィールド試験地
：手前キャッサバ、奥メイズ


